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研究成果の概要（和文）：  
ディスレクシア児，健常児者を対象に日本人の英語習得と聴覚認知・音韻能力の関連を検討し
た。ディスレクシア児では聴覚認知課題のうち振幅変化課題が不良であったが，中学進学後は
その成績に関わらず全例が英語学習に困難を認めた。成人の音韻能力は仮名の音読速度と相関
したが，英語能力とは相関を認めなかった。外国語としての英語の習得には動機の影響が大き
く，認知的要因の解明のためには第二言語環境にある例での検討が重要と考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We studied effects of auditory perception and phonological skills on learning English in 
dyslexic and non-impaired readers in Japanese. Dyslexic children showed low 
performance in amplitude envelope perception tasks, but all dyslexic children in 
middle school showed difficulties in learning English regardless of results of auditory 
tasks. Phonological skills in adults were correlated with reading speed of kana, but not 
with English proficiency. English proficiency significantly differed by learning 
motivation, and it suggests that studies in ESL cases are essential to extract the effect 
of cognitive skills. 
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１．研究開始当初の背景 
アルファベット言語圏においては、ディス

レクシアの中心病態は音韻認識障害に基づ

くデコーディング（文字を対応する音韻へと
変換すること）の障害であるとされている。
どのレベルの音韻認識が必要かは言語によ
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り異なり，日本語においては仮名に対応する
モーラ（拍）が基本単位となる。私達は日本
語においても、仮名の読字に困難を認めたデ
ィスレクシア児ではモーラレベルおよび音
素レベルの音韻認識課題の成績が不良であ
ることを報告しており（葛西，2006），少な
くとも表音文字である仮名においては音韻
認識障害がディスレクシアの背景にあると
考えられる。 
仮名の習得に困難を認めたディスレクシ

ア児では，仮名の読み書き困難が軽減した後
も中学進学後に英語の習得に困難を生じる
ことが多い。このことは，音韻認識障害のあ
る児では，音韻単位がより小さく文字との対
応関係が不規則な英語の学習においてより
困難が生じることを示唆する。また，アルフ
ァベット言語圏では，音韻認識能力障害の背
景として音韻の弁別に関わる聴覚認知の障
害があるとする報告がある (Tallal, 1980, 
Goswami, 2002)。 

日本語のディスレクシアにおける聴覚認
知障害や英語学習得困難児・者における聴覚
認知・音韻能力については確認されていない。
日本語は大部分が母音で終わる開音節であ
り，聴覚的に認知が容易である。このことか
ら聴覚認知障害が軽度である場合には，仮名
の習得には困難を認めず，英語の読字のみが
困難となる可能性もある。聴覚認知・音韻能
力と英語習得の関係を明らかにすることは，
ディスレクシア児に対する英語教育のみな
らず，英語に特異的に学習困難を認める児・
者への指導・支援にも有用と考えられる。 

 
２．研究の目的 
 音韻能力・聴覚認知能力が日本人ディスレ
クシア児の仮名の読字および英語習得にど
のように関連するのかを明らかにする。さら
に，読字障害のない日本人が英語を学習する
際に，音韻能力・聴覚認知能力がどのように
関連するのかを明らかにする。 
  
３．研究の方法 

ディスレクシア児および健常児の聴覚認
知・音韻能力の関係聴覚認知能力を計測し仮
名の読字能力との関連を検討した。さらに中
学進学後の英語の習得状況を確認し，音韻・
聴覚認知能力との関係を検討した（研究１）。
また，健常成人を対象として，音韻能力・聴
覚認知能力と，仮名の読字能力・英語習得状
況および英語能力の関係を検討した（研究
２）。 
 研究２より，外国語としての英語（EFL: 
English as a foreign language）の習得にお
いては，学習環境・動機の影響が極めて大き
く，認知能力との関係が分かりにくいことが
明らかとなったので，ケーススタディとして
第二言語としての英語（ESL: English for as 

a second language）の環境にありながら英語
習得困難を認めた例について，音韻認識能力
と仮名・英語の読字能力の検討を行った（研
究３）。 
 
(1)ディスレクシア児・健常児の聴覚認知・音
韻能力と英語習得との関係 
【対象】ディスレクシア児 13名（8.9±1.6歳），
対象児 19 名（平均年齢 8.4±1.1 歳）。初回検
査時には全例が英語学習開始前であった。 
【方法】初年度（英語学習開始前）に全例を
対象として聴覚認知課題（振幅変化-単音(rise 
time)，振幅変化-連続音(P-centre)，音の長さ
(duration)，音の間隔(gap detec- tion)，音圧
(intensity)）を行った。さらにディスレクシア
児については音読課題，音韻課題（モーラ分
解，単語逆唱，母音比較）を行った。 

20～21 年度に中学校に進学したディスレ
クシア児について英語の学習状況を調査し，
英語学習開始前の聴覚認知課題成績および
音韻課題成績と英語学習状況とを比較検討
した。統計解析にはＳＰＳＳを用いた。 
 
(2)日本人成人の音韻能力と日本語・英語の読
字能力との関係 
【対象】日本語の読み書き障害の既往のない
健常成人 18 名（男 7 名：女 11 名，平均年齢
37.5 歳）。全例が大学・大学院在籍または卒
業であった。ディスレクシアが疑われる成人
例（1 名のみ）についても検査を行った。 
【方法】日本語の読み能力（小児用に作成さ
れた音読検査を用い，仮名文字の連続読み，
単語，非単語,単文の誤読数および音読速度を
評価），音韻課題（仮名およびアルファベッ
トの押韻課題；形態比較課題を対照課題とし
て正答率および反応時間を評価），英語力検
査（英語圏の標準検査 Woodcock-JohnsonⅢよ
り単語の読み，非単語の読み，非単語つづり，
流暢性（黙読速度），聴解，の５課題を選択）
を行った。同時に英語の使用状況・学習状況，
英語に対する意識に関するアンケート調査
を行った。 
 英語力検査間の相関，音韻検査と仮名の読
字能力・英語力検査成績との関係を検討した。
統計解析にはＳＰＳＳを用いた。 
 
(3)ＥＳＬ環境にある英語習得困難児音韻能
力（ケーススタディ） 

渡米後 3 年生を経過して英語習得が困難で
あった小学５年生男児について，読字能力，
音韻認識能力，書字能力，語彙を英語・日本
語の両方で評価した。また本例では，発達性
構音障害が疑われたため，両言語における構
音検査および非言語的構音運動検査も行っ
た。 
 
 



４．研究成果 
(1)ディスレクシア児・健常児の聴覚認知・音
韻能力と英語習得との関係 
初年度に行った英語学習開始前の検査結果

を図１に示した。対照児群と比較しディスレ
クシア群で有意に不良であった課題は振幅
変化-単音(rise time)のみであった（t 検定, 
p=0.003）。また，課題成績が対照群平均の
-1.5SD 以下である者の割合は振幅変化-単音
(rise time)と振幅変化-連続音(P-centre)ではデ
ィスレクシア群の 30.8%であり，対照群のに
比べ有意に多かった（χ2 検定,ｐ＝0.051）。 
 

図 1．聴覚認知課題 （スコア） 
（青：対照群，緑：ディスレクシア群） 

 
聴覚認知能力と音韻能力，仮名の読字能力

との関係では，ディスレクシア群において音
の間隔（gap detection）と音韻課題の単語逆唱
に有意な相関が認められた（r=0.591）。音の
間隔は母音比較とも有意な相関を認めたが
（r=0.562），対照課題である形態比較とも強
い相関(r=0.705)を認め，注意力など音韻能力
以外の因子を反映していると考えられた。音
読課題と相関を認めたものはなかった。 

仮名の困難を認めたディスレクシア児の
うち中学に進学した７名全例が英語習得に
も困難を認めた。小学生時の音韻課題で
-1.5SD 以下の成績を示した児は、単語逆唱７
名、母音比較（速度）５名であった。一方、
聴覚認知課題が対象群平均の-1.5SD 以下で
あった児は音圧変化課題の２課題（P-center, 
Rise time）の各２名（述べ３名）であった。 
 
(2)日本人成人の音韻能力と日本語・英語の読
字能力との関係 
 図２に健常成人における音読課題の音読
時間の平均とＳＤを示した。誤読数の平均と
ＳＤは単音連続 0.82±1.24，単語 0.25±0.45，
非単語 1.53±1.91, 単文 0.00 で天井効果を示

した。音読時間は小学 6 年生までの健常児の
結果（小林，2009）と比較して，単文を除く
３課題で短縮しており，中学以降にさらに音
読時間の短縮を認めることが示唆された。デ
ィスレクシアが疑われた成人例では，単文を
除く３課題の音読時間で 2SD 以上を超えて
遅く，音読時間が成人期の読字困難の指標と
なる可能性が示唆された。 

図３に健常成人における押韻課題の反応
時間（対照課題との差）を示した。誤答数は
仮名が 2.5 ±3.1（対照課題 0.1 ±0.4），アル
ファベットが 2.0 ±2.2（対照課題 0.4 ±0.5）
であった。ディスレクシア疑い例では仮名の
音韻課題での反応遅延がより明らかであっ
た。 

 

図２．音読検査（音読時間） 
（エラーバーは±2SD, 丸はディスレクシア疑い例） 
 
図３．押韻課題（反応時間：対照課題との差） 

（エラーバーは±2SD, 丸はディスレクシア疑い例） 
 
次に仮名の読字能力と音韻課題との関連

を検討するため，アルファベット・仮名の押
韻課題の反応時間と誤答数，仮名の音読課題
（４課題）の音読時間と誤読数による因子分
析を行った。第一因子には全ての音読課題の
音読時間，押韻課題の反応時間，非単語の誤
答数が分類された。デコーディングの指標で
ある非単語の誤答数も含まれたことから，こ
の因子は非特異的な反応の速さではなく、音



韻認識＋デコーディング能力を反映すると
考えられた。第二因子には単語の誤読数と母
音比較の誤答数が属した。 

表１に英語課題の成績を示す。英語課題成
績は非単語つづりを除き個人差が大きかっ
た。読み課題に比べ，非単語つづりおよび聴
解の成績が不良であり，特に非単語つづりは
他の課題の成績が良好な者においても一様
に不良であった。英語課題成績から，ディス
レクシア疑い例と他の例を区別することは
できなかった。 

表２に課題間の成績を示す。単語の読み，
非単語つづり，流暢性（黙読速度），聴解は
互いに有意な相関を示したが，デコーディン
グ能力の指標である非単語の読みは単語の
読みとのみ有意な相関を示した。 
英語課題成績は押韻課題成績とは全く相

関を示さなかった。 
アンケートでは参加者の 2/3 が「英語の学

習に（何らかの）困難がある」と答えた。困
難があると答えた者とないと答えた者では
英語課題成績に差を認めなかった。英語の習
得に対し「何らかの努力をしている」と答え
た者は参加者の１/3 であった。努力をしてい
ると答えた者はしていないと答えた者に比
べ，全般に英語成績が良好であり, 「単語の
読み」に有意差を認めた（15.2 対 11.6, p=0.33）。
「読む，書く，会話，聞く，のうち得意な順」
については，「読む」が一番得意と答えた者
が最も多く，次いで「聞く」であった。一方，
ディスレクシア疑い例のみが「読む」が一番
苦手と答えた。 
 
表１．英語課題成績（英語圏での該当年齢で表示） 
 単語 

読み 
非単語

読み 
黙読 
流暢性 

非単語

つづり

聴解 

平均 12.79 11.04 9.85 6.09 5.65
SD 2.84 1.98 2.94 0.25 2.29

最低値 7.6 7.5 7.9 5.8 <2.6
最高値 17.1 14.3 16.7 6.8 9.9
 
表２．英語課題間の相関   (**p<0.01,*p<0.05) 
 単語 

読み 
非単語

読み 
黙読 
流暢性 

非単語

つづり

聴解 

単語  .717** .594* .664* .708**
非単語   .195 .394 .385 
流暢性    .624* .755**
つづり     .801**
 
 
(3)ＥＳＬ環境にある英語習得困難児音韻認
識能力（ケーススタディ） 

英語能力の全般的な弱さを指摘されてい
たが，単語・非単語での読字能力は英語・日
本語とも学年相当であった。一方，構音検査
においては，日本語の影響によると思われる
英語の発音の誤り（母音の挿入，r/l の置換な

ど）に加えて，英語・日本語に共通する構音
の歪みや未熟性が頻繁に認められ，非言語的
構音運動検査においても一貫性のない誤り
が多く出現した。一方，音韻認識能力・デコ
ーディング能力には日本語・英語とも正常範
囲内であり，音韻認識能力には問題を認めな
いことが示唆された。以上より，本児の問題
の主体は，言語を超えた構音運動のコントロ
ール（speech motor control）に基づく，発達性
構音障害にあると考えられた。 

また，英語における語彙能力の乏しさを指
摘されていたにも関わらず，英語における理
解語彙は英語話者の年齢相当であった，日本
語の理解語彙が-1.9SD とやや不良であり，英
語における学習困難に母語における語彙能
力の弱さが関与している可能性も示唆され
た。（投稿準備中） 
 
＜研究成果のまとめ＞ 
 研究１より、ディスレクシア児では，聴覚
認知課題のうち振幅変化課題の成績が不良
であるものが健常児群よりも多く，平均とし
てこの課題成績が健常児群に比べ不良であ
った。振幅変化課題は英語のディスレクシア
で成績不良が報告されている課題と同一で
ある（Goswami, 2002）。ただし，ディスレク
シア群内での多様性があり，仮名の読字能力
との相関も明らかでなかった。仮名の読字能
力と聴覚認知の関連は，音韻障害との関連に
比べると不明確であり，聴覚認知障害が日本
語におけるディスレクシアの主要な原因と
は考え難い結果であった。また，日本語のデ
ィスレクシア児の英語習得における聴覚認
知の影響も明らかではなかった。これは，英
語学習を開始したディスレクシア児の数が
十分でなかったことも一因と考えられる。 
 研究２では，成人においても音韻能力と仮
名の読字能力が関連することが示唆された。
一方，音韻能力が第二言語としての英語の読
字能力の決定的要因ではないことが示され
た。非単語の読みが音素の聴覚的弁別と音韻
規則の理解を必要とする非単語つづりとは
相関せず、単語の読みのみと相関を示したこ
とは，日本人英語学習者は音韻規則よりも実
在単語との類似性に基づいて非単語を読ん
でいる可能性を示唆する。また，非単語つづ
りの成績は英語能力に関わらず一様に不良
であり、日本人成人の音素認識能力は限定的
であると考えられた。また日本人成人の英語
能力は個人差が大きく，実際に努力をしてい
るかどうか，という学習動機による差が顕著
であった。このため，ディスレクシア疑い例
を英語課題成績から区別することはできな
かった。しかし，「読み」が最も苦手である
と答えたのはこの一例のみであり，一般的な
英語に対する苦手意識とは異なる傾向がう
かがえた。 



 研究２の結果より，ＥＦＬ環境では英語学
習に対する動機が英語能力に大きく影響し，
認知的な背景要因の探索が困難であること
が明らかになったため，研究３として英語習
得困難を示したＥＳＬ児のケーススタディ
を行った。本児の音韻認識能力は良好で，単
語・非単語の読み能力も両言語とも良好であ
ることからディスレクシアとは診断されな
かった。英語習得に関わる認知的要因の検討
のためには，今後，留学生，移民層などＥＳ
Ｌ環境にある児・者を対象とする研究が重要
と考える。 
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